
【写真】旧青山校舎体育館での練習風景 

【写真】１～３期生のメンバー 

卓球部の10年間を振り返って 
 

卓球部顧問 渡辺 孝慈 

 

１．はじめに 

この度は本校開校10周年記念誌に卓球部の足跡を

記す機会をいただき、誠にありがとうございます。

平成21年の開校と同時に１期生男子３名（阿部、金

森、斎藤）によってスタートした卓球部の10年間を

一顧問として振り返ってみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．文化・スポーツ等特別推薦 

本格的な活動が根付いたのは長船孝明校長（初代

校長・当時）の後押しで２期生から開始した「文化・

スポーツ等特別推薦（卓球）」の生徒募集からでした。

（下表参照） 

実績ゼロの新設校での募集には大きな不安があり

ましたが、都大会出場の中学校訪問や、卓球部ブロ

グを活用した情報発信を重ねた結果、「東京23区内で

卓球推薦枠を持つ唯一の都立高」に中学卓球界が注

目し始めました。 

 

 

 

３．創部３年目の「東京都ベスト16」入り 

卓球部にとってのターニングポイントは、創部３

年目でした。この年から特別推薦枠を「男女５名」

に拡大し、髙橋、高嶋、久保木（２期生）に、今本、

中田（３期生）が新戦力として加わりました。平成

23年11月に行われた東京都新人大会・男子学校対抗

の部では、シード校の堀越高校を3-1で破り、初の東

京都ベスト16入りを果たすと「大田桜台で卓球をや

りたい！」という中学生の部活動体験が少しずつ増

えてきました。 

しかしながら、４期生入学以降は、「男子上位校（ベ

スト８）」が大きな壁として立ちはだかり、前述の東

京都ベスト16入り以降、10大会連続、実に４年間に

渡って東京都ベスト８の壁に跳ね返され続けたので

した。（うち４大会はベスト16決定戦で敗れる）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．創部７年目の「東京都ベスト８」入り 

 長い停滞期に終止符を打ったのが、５期生、６期

生の超個性派チームでした。左腕の強打が武器のナ

バレテ（５期生）、変幻自在のオールラウンダー、宮

本（同）、一撃必殺のバックハンドを持つ田村（６期

生）の３枚看板は、中学時代全員無名選手ながら、

プレシーズンの横浜オープン大会で神奈川県の 

■文化・スポーツ等特別推薦応募状況の推移 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

 ２期生 ３期生 ４期生 ５期生 ６期生 ７期生 ８期生 ９期生 10期生 

募集 ３ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

出願 ４ ６ ６ ６ 10 ９ 13 12 13 

男子出願／合格 １ ２ ４ ３ ３ ３ ４ ３ ８ ３ ７ ３ 12 ４ ９ ３ 10 ２ 

女子出願／合格 ２ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １ ３ ２ ３ ３ 

 



【写真】上段左から、宮本、ナバレテ（５期生）、峯村（４期生） 

下段左から、田中（４期生）、田村（６期生）、川島（５期生） 

【写真】 関東大会に出場した島谷（写真左）・佐々木組 

（９期生） 

強豪・横浜商業に完勝。同県インターハイ代表校の

桐蔭学園にも２－３と肉薄するなど大きな可能性を

秘めたチームでした。 

 このチームは、平成27年６月のインターハイ予選

で都立の強豪・片倉を３－１で破り、創部７年目に

して初の東京都ベスト８入りを果たすなど、卓球部

男子を東京都上位校へ定着させました。 

５期生の引退後、田村、江川（６期生）と、的場

（７期生）を中心に臨んだ新人大会（平成27年11月）

から、髙橋改、篠崎（８期生）が加入した平成28年

11月の新人大会までの４大会、私立の強豪がひしめ

く東京都で、１年間に渡りベスト８を死守しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．創部９年目、女子躍進で「東京都ベスト４」入り 

 平成29年５月の関東大会予選で東京成徳に競り負

け、ベスト８の座を明け渡した男子に代わり、大躍

進したのが女子部でした。 

 同年５月のインターハイ予選では、女子として初

の全体部長に就任した松浦（７期生）、深川七中時代

に関東大会出場経験のある南雲（同）に加え、新人

で関東大会出場経験者の島谷（９期生）、有力クラブ

出身の佐々木（同）が即戦力として大活躍。戦前の

予想を覆し、ベスト８決定戦では早稲田実業を３－

２で破り、ベスト４決定戦では東海大菅生に３－１

で完勝。創部９年目にして男女通じて初の東京都ベ

スト４進出という快挙を演じたのでした。 

 また、同年８月の東京都国公立卓球大会では、大

会史上初の男女団体同時優勝。男女ともに「都立最

強」の称号を手に入れました。 

 

 

６．悲願の関東大会進出 

７期生引退後、女子部員不足で出場が危ぶまれた

同年の新人大会でしたが、中学時代卓球経験者の池

田（９期生）が臨時加入し、何とかギリギリの人数

（１年生４人）で出場に漕ぎつけました。 

新人大会では、ブロック決勝（関東大会代表決定

戦）で関東大会代表選手を擁する東京成徳と関東大

会進出を賭けて対戦。０－２からの逆転を想定した

オーダーが奏功し、島谷、佐々木（９期生）の活躍

で３－２の逆転勝利を収め、悲願の関東大会東京都

代表の座を手に入れました。 

平成29年12月25日(月)～27日(水)茨城県日立市池

の川さくらアリーナで行われた「第21回関東高等学

校新人卓球大会兼第45回関東高等学校選抜卓球大

会」（女子学校対抗の部）に東京都第４代表として４

人の１年生女子（９期生：島谷、佐々木、佐藤、池

田）が出場しました。 

 関東大会の大舞台に浮足立つこともなく、他県代

表校と互角に渡り合う１年生の姿はとても頼もし

く、十分に存在感を発揮してくれました。 

 初の関東大会は、予選リーグ（Ａ組）１勝２敗、

女子Ⅱ部19校中９位の結果に終わりましたが、群馬

県代表の前橋東に３－１に関東大会初勝利、茨城県

代表の水戸第三に２－３で惜敗と、更なる飛躍を期

待させる試合内容だったと思います。 

 関東大会出場に際して、宿泊費等でご支援を賜り

ました桜花会の皆様、部旗の制作等でご支援を賜り

ました卓球部ＯＢ・ＯＧの皆様、教職員有志の皆様

にはこの場を借りて心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【写真】東京都国公立高等学校卓球大会２年連続男女団体同時

優勝 

７．東京都国公立大会２年連続男女団体同時優勝 

 平成30年８月、東京都国公立高等学校卓球大会、

８～９期生中心のメンバーで臨んだ男子団体は決勝

で日比谷を3-1で破り、２年連続３回目の優勝。女子

団体は決勝で上水Ｂを3-0で破り、３年連続３回目の

優勝で、２年連続男女団体同時優勝を達成すること

ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．おわりに 

本校の母体校であり、前任校の都立市ヶ谷商業高

校時代、「基本計画検討委員会」のメンバーとして本

校開校に向けての枠組み作りに参加していた長船副

校長先生（当時）と私は、「部活動の活性化」を一つ

の柱に据えるよう訴え続けました。 

開校から10年目を迎え、その精神はしっかりと根

を張り、放課後の大田桜台は活気に溢れています。

これからも卓球部の活躍が本校活性化の起爆剤とな

り、部活動全体の活力として作用するよう力を合わ

せて頑張っていきたいと思います。 

最後になりましたが、学校内外の各方面から卓球

部10年間の活動を支えてくださいました皆様に、こ

の場を借りて感謝申し上げます。 

 

 

 

 



 


